カスタマーハラスメントへの対策に関する対応方針を策定しました


労働施策総合推進法の改正及び防止指針の告示に伴い、令和８年１０月１日から
「カスタマーハラスメント（カスハラ）対策が義務化されました。
　「カスタマーハラスメント」とは、顧客等の言動であって、当該言動による要求の内容に妥当性がないもの、又はその妥当性に照らして当該要求を実現するための手段及び態様が社会通念上許容される範囲を超えた不相当なものであって、労働者の就業環境が害されるもの又は害される恐れがあるもの、と定義されています。
北アルプス広域シルバー人材センターでは、顧客等からのカスハラ行為に対して、職員の職場環境及びセンター会員の就業環境を保護する目的から、また職員・会員が安心して働ける職場環境の構築がより質の高いサービスの提供に寄与するとの基本的な考え方のもと、『職場におけるカスタマーハラスメントに関する対応方針』の策定により方針を明確化するとともに、その周知・啓発に努めます。

